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１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
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毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法

　

登
別
市
は
、
北
海
道
の
南
西
部
、
支し

笏こ
つ

同ど
う

爺や

国
立
公
園
の
中
核
に
位
置
し
、
登
別
温
泉
や
カ

ル
ル
ス
温
泉
を
抱
え
、三
大
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
の

ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧
場
」「
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク

ニ
ク
ス
」「
登
別
伊
達
時
代
村
」
を
有
す
る
観

光
都
市
で
す
。
本
年
は
こ
の
登
別
市
と
本
市
が

姉
妹
都
市
締
結
を
し
て
、
30
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

時
は
明
治
２
年
旧
白
石
城
第
11
代
当
主
片
倉

小
十
郎
邦
憲
公
が
幌
別
郡
（
現
登
別
市
）
を
支

配
地
と
し
て
拝
領
し
た
時
か
ら
の
、
長
い
歴
史

的
ゆ
か
り
に
基
づ
く
の
が
登
別
市
と
の
縁
。
時

は
流
れ
、
両
市
の
繁
栄
と
発
展
を
求
め
、
昭
和

57
年
５
月
に
白
石
青
年
会
議
所
が
登
別
市
を
訪

問
し
、
登
別
青
年
会
議
所
と
姉
妹
青
年
会
議
所

の
盟
約
を
結
び
、
両
市
の
つ
な
が
り
を
一
層
深

め
る
礎
を
築
き
ま
し

た
。
翌
年
の
10
月
、

登
別
市
と
白
石
市
が

姉
妹
都
市
盟
約
を
本

市
に
お
い
て
調
印
し

ま
し
た
。

　

以
来
、
小
学
生
に
よ
る
豆
記
者
交
流
事
業
な

ど
を
始
め
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
物
産
交
流
、

市
民
団
に
よ
る
訪
問
事
業
な
ど
、
文
化
・
教
育
・

産
業
の
各
方
面
で
、
多
く
の
市
民
に
よ
る
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
、
い
ま
で
も
深
い
友
情
の
絆

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
25
日
に
は
、「
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」
が
登
別
温
泉
の
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
市
民
団
40
人
と
と
も

に
参
加
し
ま
し
た
。
登
別
文
化
協
会
に
よ
る
祝

舞
（
江
差
追
分
）
で
は
、
最
後
に
歌
詞
を
忘
れ

た
ふ
り
を
し
て
、
隣
の
尺
八
演
奏
者
に
歌
詞
を

尋
ね
、
場
を
和
ま
せ
る
と
て
も
に
く
い
演
出
も

あ
り
、
お
か
げ
で
参
加
者
は
、
式
典
の
堅
苦
し

さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
と
て
も
和
や
か
に
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
会
場
に
は
、
多
く
の
海
老
名
市
民
団
や
札
幌

白
石
区
民
団
の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
で
、
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
当
日
は
、
登
別
の
夏
の
風
物
詩
「
第

50
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
」
の
３
日
目
。
ま
つ
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
「
鬼
お
ど
り
大
群
舞
」
へ
の

参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小お

笠が
さ

原わ
ら

登
別

市
長
が
式
典
で
、
参
加
者
に
直じ
き

々じ
き

に
踊
り
を
指

導
。「
ゆ
げ
〜
♪　

ゆ
げ
〜
♪　

ゆ
げ
〜
♪　

ゆ
げ
〜
♪
、
は
ら
っ
て　

は
ら
っ
て
、
お
に
！

お
に
！　

お
に
！　

お
に
！　

ト
ッ
ト
ン
が
と

ん
〜
♪
」
の
声
に
合
わ
せ
、
み
ん
な
で
踊
り
を

練
習
し
ま
し
た
。
繰
り
返
し
の
踊
り
で
、
初
め

て
踊
り
を
踊
る
人
で
も
簡
単
に
覚
え
ら
れ
る
の

で
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
踊
り
を
学
び
、「
鬼

お
ど
り
大
群
舞
」
に
心
を
躍
ら
せ
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
場
は
温
泉
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
。

ス
タ
ー
ト
ま
で
の

間
、
整
列
の
た
め
坂

道
を
何
度
も
上
が
っ

た
り
下
が
っ
た
り
、
ま
た
、
ま
つ
り
が
始
ま
る

と
、
同
じ
動
作
の
連
続
で
体
力
的
に
大
変
で
し

た
が
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
楽
し
い
ま
つ
り

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
私
は
、
海
老
名

市
民
祭
の
「
炭
坑
節
」、
札
幌
白
石
区
の
「
白

石
音
頭
」、
今
回
の
「
鬼
お
ど
り
」
と
、
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
の
す
べ
て
の
踊
り
へ
の
参
加

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
本
市
で
、
登
別
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
30
周
年
式
典
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
市
民

全
体
で
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
今
月
は
、
恒
例
と
な
っ
た
「
鬼

小
十
郎
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
が
来
白
さ
れ
ま
す
の

で
、
道
で
お
会
い
し
た
時
は
笑
顔
で
声
を
掛
け
、

「
明
る
く
、
粋
に
」
お
客
さ
ま
を
お
出
迎
え
し

ま
し
ょ
う
。

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

隠
れ
ん
ぼ
の
胡
瓜
ふ
と
っ
ち
ょ
朝
摘
み
は
ど
な
た
似

な
ら
ん
家
族
笑
わ
す 

佐
藤　

啓
子

母
の
形
見
絹き

ぬ

鳴な
り

す
が
し
き
袋
帯
一ひ

と

重え

に
仕
立
て
姉
と

分
け
合
う 

斎
藤　

典
子

は
じ
め
て
の
嬰み

ど
り

児ご

を
背
に
茅
の
輪
を
抜
け
し
夏な

越ご
し

も

遠
き
思
い
出 
髙
子
う

ん

余
命
宣
告
夫
婦
い
ず
れ
も
受
け
た
れ
ど
励
ま
し
合
っ

て
日
日
を
生
き
居
り 

大
野　

一
休

霊り
よ
う

山ぜ
ん

に
観
光
客
は
見
当
た
ら
ず
除
染
作
業
の
人
ば
か

り
な
る 

菅
野
ち
さ
よ

鎌
先
の
湯
に
入
ら
ん
と
往ゆ

き
ゆ
け
ば
震
災
の
崖
に
白

百
合
の
咲
く 

別
当
内
信
夫

久
び
さ
に
我
が
家
に
帰
れ
ば
手
入
れ
さ
れ
庭
の
花
ば

な
美
し
く
咲
く 

平
間　

久
子

お
は
よ
う
さ
ん
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
の
ふ
ち
か
わ
い

い
お
客
赤
子
の
蛙 

鎌
田
ね
い
子

蝉
時
雨
し
き
降
る
狭
き
く
る
ま
路
歩
み
の
ぼ
り
て
知

人
を
訪
ぬ 

末
吉
ア
ツ
子

裏
山
の
静
け
さ
破
り
囀さ

え
ず

る
は
何
鳥
な
る
か
耳
に
残
り

ぬ 

荒
木
喜
代
子

　
　
一
首
目
、
出
だ
し
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
が
効

果
的
。
明
る
い
ご
家
族
の
様
子
が
出
て
い
る
。

　
二
首
目
、「
絹
鳴
」は
絹
布
の
立
て
る
特
有
の
音
だ
。

使
う
度
、
見
る
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
心
に
母
上
が
蘇

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
三
首
目
、
一
、二
句
に
若
や
ぐ
往
時
の
作
者
の
姿

が
偲
ば
れ
る
。

俳　

壇

山　

家　

弘　

子　

選

終
章
の
声
た
か
ら
か
に
秋
の
蝉 

岩
松　

隆
志

渺び
よ
う

茫ぼ
う

と
忿ふ

ん

怒ぬ

の
ご
と
く
土
用
波 

服
部　

忠
孝

夏
空
へ
餌
づ
け
の
雀
飛
び
立
ち
ぬ 

青
木　

重
美

青
田
海
鷺さ

ぎ

の
頭
の
点
点
と 

末
吉
ア
ツ
子

秋
の
浜
あ
ま
た
の
霊
に
手
を
合
わ
す 

制
野　

リ
エ

歌
声
の
賑
や
か
な
り
し
キ
ャ
ン
プ
場 

和
田　

游
稀

評

山
百
合
の
香
り
漂
う
こ
け
し
村 

菅
野
ち
さ
よ

朝
顔
の
空
へ
空
へ
と
咲
き
に
け
り 

別
当
内
信
夫

風
鈴
の
奏
で
る
音
色
風
生
ま
れ 

佐
藤　

孝
子

畦
道
に
撫
子
い
っ
ぱ
い
咲
き
を
り
ぬ 

菊
川
い
つ
子

　
　
一
句
目
、
命
に
は
限
り
が
あ
る
。
賑
や
か
に
鳴

い
て
い
た
蝉
も
秋
に
な
る
と
日
毎
に
減
っ
て
い
く
。

限
り
あ
る
命
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
懸
命
に
鳴
い
て

い
る
姿
に
感
動
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
句
目
、
夏
の
土
用
中
の
波
の
こ
と
を
土
用
波
と

い
う
。
太
平
洋
を
望
む
岸
壁
に
立
っ
て
海
原
を
眺
め

て
い
る
と
土
用
波
が
怒
り
狂
う
が
ご
と
く
荒
れ
に
荒

れ
て
恐
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
三
句
目
、
子
雀
が
誤
っ
て
巣
か
ら
落
ち
て
鳴
い
て

い
る
。
哀
れ
に
思
い
必
死
に
育
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

愛
情
が
う
つ
っ
て
手
放
す
こ
と
が
出で

来き

ず
に
居
た

が
、
や
は
り
自
然
に
返
す
こ
と
が
一
番
と
意
を
決
し

て
籠
か
ら
出
し
て
や
る
と
、
元
気
よ
く
飛
び
去
っ
て

い
っ
た
。
安
堵
と
寂
し
さ
が
描
け
た
。

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

天
変
地
異
い
つ
ま
で
続
く
想
定
外 

阿
部
は
ぎ
の

草
取
り
に
朝
の
空
気
を
独
り
占
め 

末
吉
ア
ツ
子

午
前
四
時
蝉
の
時
雨
に
目
覚
め
け
り 

佐
藤　

孝
子

挙
げ
た
手
の
低
さ
に
本
音
見
え
て
い
る

 

草
野　
　

清

ス
ー
パ
ー
増
え
便
利
で
財
布
の
紐
緩
み

 

大
庭
美
智
子

川
柳
を
一
途
に
ひ
ね
る
熱
帯
夜 
斎
藤　

典
子

元
気
さ
に
花
ま
る
も
ら
い
胸
そ
ら
す 
阿
部
み
さ
子

便
り
絶
え
会
い
た
い
人
に
夢
で
会
い 
青
木　

重
美

子
燕
に
え
さ
を
必
死
に
低
飛
行 

村
上　

照
夫

ま
だ
死
ね
ぬ
書
道
大
学
二
年
生 

髙
子
う

ん

　
　
一
句
目
、
記
録
的
少
雨
渇
水
と
思
え
ば
、
豪
雨

水
害
山
崩
れ
。
お
ま
け
に
竜
巻
ハ
リ
ケ
ー
ン
。
想
定

外
の
こ
と
ば
か
り
。
進
む
地
球
の
温
暖
化
。

　
二
句
目
、
早
起
き
は
三
文
の
徳
。
仕
事
が
は
か
ど

り
健
康
に
も
い
い
。
サ
マ
ー
タ
イ
ム
は
節
電
に
も
な

る
。
い
い
事
ず
く
め
の
早
起
き
を
あ
な
た
も
い
か

が
？

　
三
句
目
、
蝉
は
数
年
か
ら
十
数
年
も
地
中
で
過
ご

し
、
地
上
に
出
て
か
ら
の
わ
ず
か
な
一
生
を
精
一
杯

鳴
き
続
け
る
。積
年
の
思
い
を
焦
が
す
か
の
よ
う
に
。

評評

市
民
文
芸

風
間
市
長
の 

風
の
さ
さ
や
き

「
登
別
市
」
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平成25年10月

地区名
ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

収集曜日   火 月 金 木 金 月 水
ペットボトル
（第１曜日）

  1日   7日   4日   3日   4日   7日   2日

びん類
（第２・第５曜日）

  8日
29日 14日 11日 10日

31日 11日 14日   9日
30日

缶
（第３・第５曜日）

15日
29日 21日 18日 17日

31日 18日 21日 16日
30日

その他のプラスチック
（第３曜日）

15日 21日 18日 17日 18日 21日 16日

もやせないごみ
（第４曜日）

22日 28日 25日 24日 25日 28日 23日

紙類・容器包装
プラスチック

1･8･15
22･29 7･14･21･28 4･11･18･25 3･10･17

24･31 4･11･18･25 7･14･21･28 2･9･16
23･30

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

1･4･8･11･15
18･22･25･29 3･7･10･14･17･21･24･28･31 2･3･7･9･10･14･16･17

21･23･24･28･30･31

1･2･4･8･9･11
15･16･18･22
23･25･29･30

※ごみ出しのルール： ①正しい袋に　②正しく分別　③当日に、朝８時30分まで

白石市ごみ収集日カレンダー（平成25年10月～平成26年１月分）

平成25年11月

地区名
ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

収集曜日   火 月 金 木 金 月 水
ペットボトル
（第１曜日）

  5日   4日   1日   7日   1日   4日   6日

びん類
（第２・第５曜日）

12日  11日   8日
29日 14日   8日

29日  11日 13日

缶
（第３・第５曜日）

19日 18日 15日
29日 21日 15日

29日 18日 20日

その他のプラスチック
（第３曜日）

19日 18日 15日 21日 15日 18日 20日

もやせないごみ
（第４曜日）

26日 25日 22日 28日 22日 25日 27日

紙類・容器包装
プラスチック 5･12･19･26 4･11･18･25 1･8･15

22･29 7･14･21･28 1･8･15
22･29 4･11･18･25 6･13･20･27

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金

1･5･8･12･15
19･22･26･29 4･7･11･14･18･21･25･28 4･6･7･11･13･14･18･20

21･25･27･28

1･5･6･8･12
13･15･19･20
22･26･27･29

※粗大ごみは集積所に出せません。自分で施設へ持ち込むか、収集許可業者にご相談ください。

収集曜日が固定され、祝日も回収！　ごみの分け方などの詳細は、「ごみの分け方と出し方平成23年度～」をご覧ください。

○ごみは、必ず当日の午前８時30分までに収集所に出してください。
○「もやせるごみ」と「もやせないごみ」の袋は、中身がどちらかわかるよう袋の表に印を付けて出してください。

※ごみ収集日カレンダーは、目立つところに張ってご利用ください。

※不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します。
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